
平成 28 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 英語Ｂ 担当教員 佐竹 直喜 

学年学科 １年 全学科 通年 必修 2 単位  

学習・教育目標 （Ｃ－２）1００％   

授業の目標と期待される効果： 

 

英語コミュニケーション活動、フォーカスオンフォ

ーム活動（意味と形式を効果的に学習する）、ドリ

ル問題を通して、英文法の学習を行う。高専生とし

て、英語力をつけていくための基礎基本となるもの

であり、毎時間を大切に取り組んでほしい。教員は

英語中心の指示で授業を進める。 

①コミュニケーション活動を通し、英文法を積極

的に学び取り、理解を深める。 

②日常英会話レベルの基本的な内容は聞き取

れる。 

③授業内外で英語を学習する習慣をつける。 

④文法・語彙の知識を増やす。 

  

成績評価の方法： 
試験 
前期：中間試験１００点 期末試験１００点 
  小テスト（４回）＆テキスト提出６０点 英作文プリント６０点 

（計３２０点） 
後期：中間試験１００点 期末試験１００点 
 小テスト（２回）＆テキスト提出４０点 長期休暇課題関連８０点 

（計３２０点） 
前期後期の重みづけを等しくし、得点率（％）で成績をつける。 
＊また授業態度が良くない場合などは大幅な減点もあるので注意するこ
と。長期休暇課題関連は確実に達成すること。 
その他のことは、授業で指示するので確実に確認すること。 

達成度評価の基準： 
以下の項目に関する教科書レベルの試験・課題の総合点が 60%以上に達
すれば合格とする。 
 

①文法知識 
②語彙力 

③文法知識と語彙力を基にした読解力 

④文法知識と語彙力を基にした英語作文力 

⑤日常英会話レベルの基本的な内容のリスニング力 

 

授業の進め方とアドバイス：授業では、教科書と参考書に沿って文法事項を学習する。授業には必ず英和辞書を持参するこ
と。指示された予習は必ず行い、わからない単語は辞書で調べてから授業に臨むこと。各授業の復習を欠かさず行い理解できて
いない点は、後回しにせずその都度教員に質問するようにして、理解と定着に努めること。毎時間、「英語力がついた」と実感で
きるよう積極性を持って授業に参加してほしい。 

教科書および参考書：高校総合英語 Harvest［3rd Edition］、Harvest English Grammar Green Course in 25 Lessons、Harvest 
English Grammar Green Course Training Book（いずれも桐原書店） 

授業の概要と予定：前期 ＡＬのレベル 

第 １回：オリエンテーション、英語の語順（１）  

第 ２回：英語の語順（２） B 

第 ３回：英語の語順（３） B 

第 ４回：時制（１） B 

第 ５回：時制（２） B 

第 ６回：完了形（１） B 

第 ７回：完了形（２） B 

第 ８回：中間試験  

第 ９回：助動詞（１） B 

第１０回：助動詞（２） B 

第１１回：助動詞（３） B 

第１２回：態（１） B 

第１３回：態（２） B 

第１４回：態 Plus B 

     期末試験  

第１５回：不定詞（１） Ｂ 

 



 
授業の概要と予定：後期 ＡＬのレベル 

第１６回：不定詞（２） B 

第１７回：不定詞（３）  

第１８回：不定詞（４） B 

第１９回：不定詞 Plus B 

第２０回：動名詞 B 

第２１回：動名詞 Plus B 

第２２回：動名詞と不定詞 Plus B 

第２３回：中間試験  

第２４回：分詞（１） Ｂ 

第２５回：分詞（２） B 

第２６回：分詞（３） B 

第２７回：分詞 Plus B 

第２８回：関係詞（１） B 

第２９回：関係詞（２） B 

     期末試験  

第３０回：２年生へ向けて、振り返りとまとめ B 

 

 
 

評価（ルーブリック） 
達成度 

評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

語彙力に関する問題を正

確に（8 割以上）解くことが

できる 

語彙力に関する問題をほぼ正

確に（6 割以上）解くことができ

る 

語彙力に関する問題を 6 割以

上解くことができない 

② 

文法知識に関する問題を

正確に（8 割以上）解くこと

ができる 

文法知識に関する問題をほぼ

正確に（6 割以上）解くことが

できる 

文法知識に関する問題を 6 割

以上解くことができない 

③ 

文法知識と語彙力を基に

した読解力に関する問題

を正確に（8 割以上）解くこ

とができる 

文法知識と語彙力を基にした

読解力に関する問題をほぼ正

確に（6 割以上）解くことができ

る 

文法知識と語彙力を基にした

読解力に関する問題を 6 割以

上解くことができない 

④ 

文法知識と語彙力を基に

した英語作文力に関する

問題を正確に（8 割以上）

解くことができる 

文法知識と語彙力を基にした

英語作文力に関する問題をほ

ぼ正確に（6 割以上）解くこと

ができる 

文法知識と語彙力を基にした

英語作文力に関する問題を 6

割以上解くことができない 

 


